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韓国専門大学視察団（ＷＣＣ総長団）の 

本学視察受入れの記録 

 

東京聖栄大学では、駐日大韓民国大使館からの依頼に対応し、韓国国内 7 つの専門大学の

総長等で構成される「WCC 総長団・日本視察」の受入れを行なった。 
本学での視察日は好天に恵まれ、終始なごやかで友好的な雰囲気で行なわれた。（概要下記） 

 

１．日 時 

 平成２４年３月１５日（木） 午前１０時～午前１２時２０分 

 

２．視察団 

 団名 WCC 総長団（WCC とは、World Class college の略） 

団長 李秀東・蔚山科学大学校総長 

 構成 保健、工業、理工、外国語などの分野で教育活動を行なっている韓国国内７つの専

門大学（修学年限が２年又は３年制で高度な実務教育を行なっている高等教育機関）

の総長６名・教職員８名、計１４名で視察団を構成。  

 

３．視察目的等 

「東京聖栄大学の教育、特に教育課程、職業技術者の養成状況の視察、及び大学施設の視

察・学習を通じて得られたことを、韓国専門大学各校の教育に活かしたい。なお、関東で

２～３校、関西で同数程度の視察を予定しており、視察を要請する大学の選択は、文部科

学省の推薦リストから韓国側で選択した。」との視察目的と本学選択の理由が、駐日大韓民

国大使館・金甫燁教育科学担当参事官からの説明として本学へ伝えられていた。 

 

４．本学の対応 

Ⅰ．歓迎セレモニー及び東京聖栄大学説明 約１時間 （１号館１階会議室）   

  出席者 福澤理事長学長、小林審議役、岡本事務局長、 

松本学部長、阿左美学科長、丸井学科長、高橋事務部長、赤堀総務課長 

同 席 多田補佐（司会）、金子補佐、岡田主任、森田主任、梅村秘書 

 

（教職員出迎え）…教職員が拍手及び両国手旗で視察団を出迎えた。 
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１ 歓迎挨拶 

 福澤美喜男理事長・学長から、本学の歴史等に触れつつ、日本でのご視察が有意義なもの

となるようお祈りする旨の歓迎挨拶が行なわれた。 
 
２ 東京聖栄大学側出席者紹介 

   

 

３ 訪問挨拶 

 李秀東 WCC 総長団団長から、今回の視察の経緯と、本学の視察の受入れに対する感謝の

意を表する訪問挨拶が行なわれた。 
 

４ 視察団側出席者紹介 

    

 

５ ペナントの交換・記念品贈呈 

各専門大学とペナントと記念品の交換が行なわれ、本学からは訪問記念品として地元

の葛飾区内で制作されている伝統工芸品である江戸切子の平盃を贈呈した。 
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６ 東京聖栄大学の説明  

①大学の沿革・教育内容等の説明 

   

高橋事務部長より、東京聖栄大学の沿革、教育内容、各学科の説明、管理栄養士国家試

験合格率、就職率・就職先、今回施設視察できない施設の説明等が行われた。また、日本

の 18 歳人口の減少状況についても合わせて説明が行なわれた。 

 

②質疑 

   

  WCC 総長団からは多数の質問が出され、質疑は予定の時間を超えて熱心に行なわれた。

主な質問事項は下記のような項目であった。 
・管理栄養士と栄養士の違いについて 
・管理栄養士制度の沿革と資格要件について 
・２年制短期大学から４年制大学へ移行した理由について 
・４年制大学移行後の現状について 
・留学生の状況について 
・東京聖栄大学と協定を結びたいが如何か 
・私学に対する国からの財政支援の状況について 
・本学の財政状況について 

 

８ 写真撮影 
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 Ⅱ．施設視察 約１時間 

担当の教員から、実験実習室における教育・研究の概要を説明。 

 

 ・給食管理実習棟  給食経営管理実習室 

   

植松准教授、吉田助手により、給食経営管理実習室の説明が行なわれた。この実習室

では、講義・実験・実習で得た基礎知識をもとに、限られた予算と時間で実際に 100 食

を作る集団給食の運営と、さらに集団給食を運営する上で必要不可欠な衛生管理を学び、

衛生的でおいしい給食の経営管理方法を身につけ、その後臨地実習へ行くことが説明さ

れた。また、視察団メンバーも実際に測定機器を用いて、授業の一部を体験した。 

 

・１ 号 館  臨床栄養学実習室 

   

阿左美管理栄養学科長より、臨床栄養学実習室についての説明が行なわれた。体脂肪や

骨密度を調べ、そのデータをもとに栄養指導する実習や、流動食・点滴について、嚥下障

害のある高齢者への介護補助器具・栄養補助剤などの使用方法などを実習することが説明

された。 

 

・４ 号 館  食品加工実習室 

   

筒井教授により、食品加工実習室ではさまざまな畜産物を加工し、加工食品の製造から

品質管理までを学ぶことが説明された。この実習室には、味噌・麺・ジャム・和菓子・パ

ンなどを加工するために必要な機器がそろえてあり、この実習を行うことで食品会社に就

職し、とくに商品開発職に就いた際にスムーズに活躍できることが説明された。 
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 Ⅲ．離 校 

   

施設視察終了後、福澤理事長・学長と視察団の方々との名刺交換が行なわれ、終始なご

やかな雰囲気の中、本学の視察は終了した。 


